
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

大和市教育委員会 

大和市学校教育基本計画 
（平成３１年度～平成３５年度） 

～未来への歩み～ 
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子どもは、未来をつくる主役であり、将来を担う希望の存在です。私たち大人は、子どもを一人の人間、

かけがえのない存在として尊重し、その幸福を第一に考えながら育み、これからを生きる子どもが豊かな

心で健やかに生きていくことを望みます。また、大和市に生まれた子どもが、ふるさと大和の歴史や文化

を理解し、継承・創造していくとともに、一人の社会人として自立することを目指すのみならず、新しい

社会の形を構築していくことができるような、成熟した市民となることを願います。 

現代は、技術革新やグローバル化の進展に伴い社会の変化が加速度的に進展しています。子どもたちに

は、このような将来の予測が難しい社会を生きていく力を身に付けることが必要とされています。新しい

学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」がうたわれ、社会の一員として育むべき子どもの姿を地域

と共有していくことが示されるとともに、論理的思考を学ぶため小学校段階でのプログラミング教育が必

修化されるなど、内容が大幅に改訂されました。これは、社会状況の変化に柔軟に対応できる子どもの育

成を目指したものであり、未来の創り手となる子どもたちがその可能性を十分に伸ばせるようにとの思い

が込められています。 

大和市教育委員会では、これからの時代を生きる子どもたちのため、どのように未来を示し、どのよう

に教育を進め、どのように子どもや家庭を支えていくか、子どもの立場に立って検討を重ねてまいりまし

た。「健康都市 やまと」の実現を目指す次期大和市総合計画との整合を図りながら、平成３１年度からの

新たな大和市学校教育基本計画を策定してまいります。 

 

 

 

 

  

１ はじめに 
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○ 「大和市生涯学習推進計画」とともに、教育基本法第１７条第２項で規定された地方公共団体

が策定する教育振興基本計画を担うものです。 

○ 本計画は、次期大和市総合計画の個別計画としても位置づけ、他の計画と整合を図りながら、

施策を推進します。 

○ 計画の策定にあたっては、大和市教育大綱の方針に沿うとともに国が策定する教育振興基本計

画を踏まえ、神奈川県が策定している「かながわ教育ビジョン」との整合も図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３層で構成しています。 

○ 基本構想：計画期間全体を通し、大和市の学校教育が目指す基本的な考え方を示しています。 

○ 基本計画：基本構想を具現化するための５年間の基本目標と施策の方向を示しています。 

○ 実施計画：基本目標を達成するための２～３年間の具体的な取組みを示しています。 

 

基 本 構 想 

（前期）基 本 計 画 （後期）基 本 計 画 

第１期実施計画 
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（１） 基本構想  

本市学校教育の基本理念と、学校教育の４つの視点で基本構想を構成します。 

  ① 基本理念   

「未来を切り拓いて生きていく力を育む学校教育」 

子どもが、将来の予測が困難な社会の中でも、確かな学力を身に付け、豊かな感性を持ち、健

康な心身で、多様な人々と豊かな関係を保ちながら未来を切り拓いて生きていく力を育む学校教

育の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の図は、基本理念を達成するために「子ども」「学校」「家庭」「地域」「教育委員会」が、そ

れぞれどのような関係性であることが望ましいのかを表したものです。 

「子ども」を中心に、「学校」と「家庭」が、「子ども」に寄り添いながら学習や健康な心身の

育成を担い、「地域」が、全ての土台となり全体を包み込むように見守り、支えます。「教育委員

会」は「子ども」「学校」「家庭」「地域」の力を借りながら、共に教育施策を推進していきます。 

４ 内 容 
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② 基本理念具現化のための４つの視点 

 

未来を切り拓いて生きていくために、子どもに身に付けさせたい４つの力を視点として掲げ、

基本理念の具現化を図ります。 

  

ⅰ） 確かな学力を育てる 

激しい変化が予想される社会においては、一人ひとりが困難な状況に立ち向かうことが求

められます。その時代を生きる子どもたちに求められる学力は、知識や技能の獲得はもちろ

んのこと、これらに加えて自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、より

よく問題を解決する資質や能力等といった「確かな学力」が必要となります。 

 

 

ⅱ） 豊かな感性を育む 

「感性」は、様々な対象や事象を心に感じ取る働きであるとともに、知性と一体化して創

造性を育む重要なものです。知性（確かな学力）に加えて豊かな心、健やかな体をバランス

よく育むことで、調和のとれた豊かな人間性をつくります。 

 

 

ⅲ） 健康な心身を育てる 

健やかな心と体の育成は、心身の調和的な発達の中で図られます。適切な体育・健康に関

する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎を培いま

す。 

 

 

ⅳ） 共に生きる社会性を育てる 

国際化が進展する、これからの時代を生きる子どもには、広い視野とともに、異文化に対

する理解や、異なる考え方や価値観を持つ人々とともに協調して生きていく態度を育成する

ことが大切になります。学校や地域において、様々な人々と関わる中で、他者理解や人を思

いやる心を養い、共に尊重し合う社会を創造する力を育みます。 
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（２） 基本計画  

学校教育基本計画の理念を実現するために、５年間の基本目標と施策の方向を示しています。 

 

① 基本目標の設定について 

今日の社会状況や本市の教育課題、教育フォーラムでの意見などを踏まえ、これからの時

代を生き抜くために大和市の子どもに、学校教育で身に付けさせたい力を次の４つに定めまし

た。 

１ 確かな学力 

２ 豊かな感性 

３ 健康な心身 

４ 共に生きる社会性 

 

右図のようなイメージと 

なります。 

 

 

 

具体的な基本目標については、設定のための観点や求められるイメージを考慮すること 

で、次に示す４つの目標を掲げ、それぞれに施策の方向を示しました。 
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② 基本目標 

「未来を切り拓いて生きていく力を育む学校教育」を実現するために、平成３１年度から 

３５年度までの５年間の基本目標を示しています。 

  

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 

１ ． 子 ど も 一 人 ひ と り の 学 び を 保 障 し 、 確 か な 学 力 を 育 て ま す 。  

２ ． 様 々 な 体 験 を 通 し 、 豊 か な 感 性 を 育 み ま す 。  

３ ． 安 全 安 心 な 環 境 を 整 え 、 健 康 な 心 身 を 育 て ま す 。  

４ ． 多 様 性 を 尊 重 し 、 他 者 と 共 に 生 き る 社 会 性 を 育 て ま す 。  

基本構想 
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③ 施策の方向 

「未来を切り拓いて生きていく力を育む学校教育」を実現するために、平成３１年度から 

３５年度までの５年間の施策の方向を体系的に示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標２ 様々な体験を通し、豊かな感性を育みます 

施策の方向２－１ 想像力を豊かにする読書活動を推進します 

施策の方向２－２ 感受性を育て、表現する力を養う教育を推進します 

施策の方向２－３ 様々な体験学習の機会を提供します 

基本目標１ 子ども一人ひとりの学びを保障し、確かな学力を育てます 

施策の方向１－１ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得と活用を重視した教育を推進します 

施策の方向１－２ 「主体的・対話的で深い学び」の視点から学習過程を改善し、質の高い学 
びを実現する取組みを推進します 

施策の方向１－３ 学習に対して困難をかかえる子どもに適した教育を推進します 

施策の方向１－４ 今日的な教育課題に対応した授業に向けて研究・研修を深めます 

施策の方向１－５ 学びを支える教育環境整備を進めます 

基本目標 3 安全安心な環境を整え、健康な心身を育てます 

施策の方向３－１ 心身ともに健康に生活を送るための、健康教育を推進します 

施策の方向３－２ 健康な心身のための、食育を推進します 

施策の方向３－３ 命を守る、安全教育を推進します 

施策の方向３－４ 安全安心で、子どもが落ち着いて学べる学校の環境づくりを進めます 

基本目標４ 多様性を尊重し、他者と共に生きる社会性を育てます 

施策の方向４－１ いじめのない学校生活へ向けた取組みを進めます 

施策の方向４－２ 不登校のない、誰もが通える学校づくりを進めます 

施策の方向４－３ 社会性を育む道徳教育を推進します 

施策の方向４－４ 社会に開かれた学校教育を推進します 
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大和市における今日的教育課題を鑑み、次の重点施策を定め、基本理念の実現に向け、より

積極的に力点をおく施策を「重点施策」として位置付けます。 

《１》読書活動を通した学びの広がり  

子どもの頃に味わった読書の楽しみは、人生における豊かな読書生活の土台となります。  

しかし、近年、小中学生の読書離れが社会的な課題となってきています。 

読書の楽しさを味わい、知識を蓄え、感性を育むことで子どもの学びは広がっていきま

す。学校司書の配置や蔵書新鮮度の維持など、読書に親しむための環境の整備と読書を通し

た言語能力の向上を図る取組みを推進します。 

進んで、楽しんで読書をすることは、子どもの感性を磨くことにつながります。児童生徒

が本に親しんでいる量を計る指標として、読んだ本の冊数を設定し、今後も増え続けること

を目指します。楽しんでいるという質を図る指標として、読書が好きと答えた児童生徒の割

合を設定します。目標値として、平成３５年度までに、小学校、中学校ともに１０％程度の

増を目指します。 

《２》新しい時代を切り拓くための教育  

人工知能（AI）やビッグデータの活用などの技術革新が急速に進み、情報技術は加速度的

に変化を遂げ、社会の変化を正確に予測することが困難な時代となってきています。このよ

うな時代には、情報や機器に振り回されることなく、じっくりと着実に学習に取組み、ICT 機

器を主体的に使いこなす力と、機械には行えないであろう人間的な感性を働かせ、新しいも

のを創造する力、他者と協働する力などを同時に身に付けておく必要があります。また、ICT

機器を使いこなす力については、機器が身近にある環境の整備と、それを活用する場面の計

画的な設定が重要となります。 

先進的に ICT 機器の整備を行い、それらを適切に活用する学習活動を進めることで、児童

生徒の情報活用能力の育成を図ります。また、ものごとの仕組みを論理的に考察する力を身

に付けるとともに新しいものを作りだす楽しさを味わわせるために、様々なプログラミング

教室を開催するなど、プログラミング教育を推進します。 

    放課後の時間を使い、プログラミングについて学ぶ「放課後寺子屋プログラミング教室」

に参加することは、児童生徒の情報活用能力を育成することにつながると考えます。新しい

時代を切り拓く力が育成されていることを示す指標として「放課後寺子屋プログラミング教

室」の参加者数を設定します。目標値として、参加者数が前年度を上回ることを目指しま

す。 

また、児童生徒に新しい時代に対応するための力を育成するためには、教職員が今日的な

教育課題について正しく理解する必要があります。そのための機会を持つことができる研修

講座は、教職員の課題解決力や資質向上に大きく寄与することから、これらの課題に対応す

ることのできる教職員の育成が行われていることを示す指標として、今日的な課題に対応し

た研修講座で「役に立つ」と答えた教職員の割合を設定します。目標値として、平成３５年

度までに、１００％を目指します。 

 

重 点 施 策 
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《３》支援を必要とする子どもへ寄り添う教育  

一人ひとりの子どもを大切にし、成長を見守る中で、学習に対して困難を抱え、特別な配

慮を必要とする子どもへ寄り添う教育を進めます。 

子どもたちが、互いに助け合い、支え合う心情や態度の育成を目指します。また、教員が

合理的配慮に基づく支援に関する情報共有を進め、学校内外の機関や専門家等と連携した、

多角的・多面的な支援教育を推進します。 

一人ひとりの子どもに適した教育が行われていることを示す指標として（仮称）大和市特

別支援教育センターにおける特別支援や発達に関する保護者や学校からの相談件数を設定し

ます。センターの役割について市民や学校へ周知を図り、相談機能の向上の成果として、相

談件数が前年度を上回ることを目指します。 

《４》不登校やいじめのない学校づくり  

① 不登校の未然防止を進め、早期対応・登校支援に努めます。 

不登校の未然防止のため、各学校では児童生徒が安心して登校できる学校・学級環境を整

える必要があります。児童生徒が、学校を自分の居場所とできるようにするための支援を進

めていきます。また、不登校の児童生徒に対し、学校への復帰を含む行動の改善が見られる

ように、早期の丁寧で適切な対応を推進します。 

一人ひとりの児童生徒を大切にした教育の取組みとして、不登校児童・生徒への対応が図

られていることを示す指標として「指導の結果登校できる、するようになった児童生徒数」

「指導中で登校には至らないものの好ましい変化が見られた児童生徒数」を合わせた割合を

設定し、小学校で７０％、中学校で６０％を目指します。 

 
※不登校：何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、児童生徒が登校 

しない、あるいはしたくともできない状況にあること（病気や経済的な理由によるもの 

は除く）。 

② いじめの未然防止・早期発見・早期対応・解決支援に努めます。 

児童生徒に対し、いじめは許されないことだという規範意識を育み、性差、国籍、障がい

の有無等の違いを認める多様性を培い、手を携えて横のつながりを大切にする絆づくりを推

進することを通して、いじめの未然防止と早期発見・早期対応・解決支援に努めます。 

一人ひとりの児童生徒を大切にした教育の取組みとして、どの子にも起こりうるいじめ問

題への対応が図られていることを示す指標として、いじめ問題の解消の状況（解消率）を設

定し、目標値として１００％を目指します。 

また、児童生徒が課題に取り組む中で、互いに頑張ろうという気持ちが育まれると、絆が 

深まります。「学級みんなで協力して何かをやり遂げ、嬉しかったことがある」と答えた児

童生徒の割合を、互いの存在を尊重し、高め合う関係が構築されたことを示す指標として設

定します。目標値として、平成３５年度に９０％を目指します。 

 

※いじめ：「いじめ」とは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当 

該児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与え

る行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象と

なった児童生徒が心身の苦痛を感じているものをいう。 
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（３） 実施計画 

４つの基本目標を達成するための平成３１年度から同３２年度までの具体的な取組みを、第１

期実施計画として示しています。 

平成３３年度から同３５年度の具体的な取組みを示す第２期実施計画は、第１期実施計画が１

年経過した時点での評価を踏まえて策定します。 

なお、学校教育基本計画第１期実施計画は、次期大和市総合計画と整合を図りながら策定して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 基本目標ごとに設定する施策の方向に基づき、教育委員会が事業を実施します。 

〇 成果を計る目安となる指標（以下「成果指標」という）を設け、計画の進行管理を行いま 

す。 

・ 基本目標ごとに成果指標を設定します。これにより目指すべき状況が明らかになるため、 

より効果的、より効率的な施策の推進が期待できます。 

・ 児童や生徒の育ちを、数値化した指標で評価することは適さない面もあることから、評価 

  にあたっては成果指標だけでなく、その他の状況説明を加え、総体的に行います。 

○ 毎年度、教育委員会の自己点検・評価報告書により計画の進捗状況を確認します。また、 

  それにより事業を見直し、計画の達成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 進行管理と評価 
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校内研究を中心とした授業改善や、「放課後寺子屋

やまと」「中学校寺子屋」による学習支援等、今まで

の取組みを継続しつつ、子どもたち一人ひとりの理解

が深まる授業づくりを推進します。 

習得した知識・技能を活用する学習活動を通して、

思考力・判断力・表現力を育成し、それを様々な場面

でさらに応用することで、知識・技能の確実な習得を

目指します。 

 

 

 

課題解決に取り組むことで、関連する文献を調べた

り、友だちと話し合い、教え合ったりしながら、自分

の考えを広げ深めることができると考えます。調べる

学習等の探究的な活動を通し、課題を見つけ解決する

経験を積み重ねることで、将来にわたって新しいもの

を創り出すことへつながる深い学びを通して得られる

質の高い学びを一人ひとりに保障します。 
 

 

 

 

 

一人ひとりの豊かな学びを保障するため、学習に対

して困難を抱え、特別な配慮を必要とする子どもが、

様々な得意分野の能力を伸ばしていけるよう、個に寄

り添った教育の実現に向けた取組みを充実させます。 

 

 

 

 

成果指標 

・各学年の基礎的・基本的な

学習内容の習得を計る、振

り返り調査の通過率 

実施事務事業 

・小、中学校少人数指導等非

常勤講師配置事業  

・学力向上対策推進事業 等 

成果指標 
・「図書館を使った調べる学

習コンクール」の応募数 

実施事務事業 

・学校訪問による学校別指

導推進事業  

・小、中学校図書館教育推

進事業 等 

成果指標 

・大和市特別支援教育セン

ターで扱った、特別支援

や発達に関する保護者や

学校からののべ相談件数 

実施事務事業 

・特別支援教育推進事業  

・外国人児童生徒教育推進

事業 等 

６ 成果指標と主な取組み 

基本目標１ 子ども一人ひとりの学びを保障し、確かな学力を育てます 

施策の方向１Ü３ 学習に対して困難をかかえる子どもに適した教育を推進します 

施策の方向１Ü１ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得と活用を重視した教育を 
推進します 

施策の方向１Ü２ 「主体的・対話的で深い学び」の視点から学習過程を改善し、 
質の高い学びを実現する取組みを推進します 

参考として表示しています 
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技術革新やグローバル化の進展に伴う産業構造や社

会の変化等により、子どもが身に付けるべき知識や技

能も時代とともに変化しています。英語教育や論理的

な考え方を身に付ける方法の一つであるプログラミン

グ教育等、今日的な教育課題について教職員が学ぶ機

会を持つことができるよう、研修を充実します。 

 

 

 

 

 

 

子どもが、取り巻く環境に左右され学力課題が生じ

ないよう、教材教具をそろえ、安心して学習活動を行

うことができ、教員等からの適切な学習支援を受ける

ことができる教育環境を整備します。また、家庭の経

済事情等、子どもに起因しない要因で、進学や就職に

関して、様々な選択の可能性が狭まることのないよ

う、就学援助を引き続き実施します。 

 

成果指標 

・「放課後寺子屋プログラミ

ング教室」の参加者数 

・今日的な課題に対応した

研修講座で「役に立つ」

と答えた教職員の割合 

実施事務事業 

・教職員研修実施事業  

・プログラミング教育支援

事業 等 

成果指標 
・児童生徒用ＰＣ１台当た

りの児童生徒数 

実施事務事業 

・小、中学校学用品等就学

援助事業  

・小、中学校学校備品整備

事業 等 

施策の方向１Ü５ 学びを支える教育環境整備を進めます 

施策の方向１Ü４ 今日的な教育課題に対応した授業に向けて研究・研修を深めます 
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子どもの頃に培った読書の楽しみは、将来にわたる

豊かな読書生活の土台となります。それらの楽しみが

得られるよう、いつでも本を手に取ることのできる読

書環境の充実を目指し、本について相談したり、語っ

たりすることのできる学校司書を配置するとともに、

蔵書新鮮度を維持します。 

 

 

音楽、図画工作、美術等の芸術分野の教科では、音

楽に触れたり、物を作り出したりする体験を通して感

性を育み、表現して楽しんだり、豊かに創造したりす

る力を伸ばす授業づくりを推進します。 

子どもの感性を育むため、一人ひとりの表現を教員

自身が丁寧に受け止め、子ども同士においても感動を

共有することができる集団づくりを推進します。 

 

 

子どもが感性を高め、心豊かな人間性を育めるよ

う、自然に触れたり、優れた芸術に接したりする体験

学習の充実を図ります。社会や生活を支える、様々な

職業に携わる地域の人々に出会うことで、将来の自分

の生き方を考えるきっかけとするキャリア教育を推進

します。 

 

 

 

 

 

成果指標 

・1 か月間の平均読書冊数 

・「読書が好き」と答えた児

童生徒の割合 

実施事務事業 
・小、中学校図書館教育推

進事業 等 

成果指標 
・学校が校外で対話による

美術鑑賞を行った回数 

実施事務事業 

・小学校行事等支援事業 

等 

成果指標 
・中学生一人当たりの職場

体験受け入れ事業所数 

実施事務事業 
・小、中学校行事等支援事

業 等 

基本目標２ 様々な体験を通し、豊かな感性を育みます 

施策の方向２－１ 想像力を豊かにする読書活動を推進します 

施策の方向２－２ 感受性を育て、表現する力を養う学校教育を推進します 

施策の方向２－３ 様々な体験学習の機会を提供します 
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将来にわたって健康で活力ある生活を送るための基

礎が培われるよう、身体面と精神面からカリキュラム

等を考え、特に家庭での望ましい生活習慣の確立や疾

病予防については、保護者や地域とともに、望ましい

あり方を考え、健康を保持増進できるように、充実を

図ります。 

 

 

 

 

家庭科や体育・保健体育の授業を通じ、子どもが食

への興味を持ち、正しい知識や望ましい食習慣を学ぶ

ことで、生涯にわたって健やかな心身と豊かな人間性

を育んでいくための生活習慣の基礎が培われるよう、

栄養教諭を中心として担任や関係教職員等はもとよ

り、家庭や地域の方とも連携・協力をして食育を推進

します。 

 

 

 

自然災害やＳＮＳなどの情報機器を通したトラブ

ル等の危険から子ども自身が身を守るため、命の大

切さを知り、安全についての理解を深め、関係する

情報を正しく判断し、緊急時に適切な行動がとれる

よう、安全教育を推進します。 

 

 

成果指標 

・「自分にはよいところがある
と思う」と答えた児童生徒の
割合 

・「運動（体を動かす遊びを含
む）を行うことはあなたが健
康でいるために、どのくらい
大切だと考えますか」に「大
切である」と答えた児童生徒
の割合 

実施事務事業 
・児童、生徒健康管理事業  

・就学時健康診断事業 等  

成果指標 

・「食事をしっかりと取るこ

とはあなたが健康でいる

ために、どのくらい大切

だと考えますか」に「大

切である」と答えた児童

生徒の割合 

実施事務事業 

・学校給食管理運営事業  

・学校給食設備整備事業 

等 

成果指標 
・市内小中学生の交通事故件  

数 

実施事務事業 

・児童生徒安全対策事業  

・青少年相談員連絡協議会支

援事業 

基本目標３ 安全安心な環境を整え、健康な心身を育てます 

施策の方向３－１ 心身ともに健康な生活を送るための、健康教育を推進します 

施策の方向３－２ 健康な心身のための、食育を推進します 

施策の方向３－３ 命を守る、安全教育を推進します 
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良好な学習環境を確保するため、学校施設を適切

に維持、管理するとともに、経年による校舎等の老

朽化に対応した改修工事を順次進めます。防音、冷

暖房、照明、トイレ等の設備改修により、快適で落

ち着いて学べる環境を整備します。また、学校内の

軽微な補修等への早急な対応に努め、校内の美観保

持等を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

他者の人格を傷つけることは許されないことだと

いう規範意識を育み、性差、国籍、障がいの有無等

の違いを認め、手を携えて横のつながりを大切にす

る温かい集団づくりを推進すること等を通して、い

じめの未然防止と早期発見・早期対応・解決支援に

努めます。 

 

 

 

不登校児童生徒に対しては、担任を中心に児童支

援中核教諭や生徒指導担当、教育相談コーディネー

ターの協力を得て、解決に向け取り組むとともに、

教育委員会でも、子ども、保護者、教員の相談を受

け、登校へ向けて支援します。また、心理カウンセ

ラーやスクールソーシャルワーカー等、関係機関・

団体、家庭、地域と連携していくことにより、組織

的に関わります。 

 

 

 

成果指標 ・修繕必要施設の改善割合 

実施事務事業 

・小、中学校施設維持管理

事業  

・小、中学校大規模改修事  

業 等 

成果指標 ・いじめの認知件数とその
解消率 

・「学級みんなで協力して何
かをやり遂げ、嬉しかっ
たことがある」と答えた
児童生徒の割合 

実施事務事業 ・いじめ・不登校等対策事

業 等 

成果指標 ・「指導の結果登校できる、

するようになった児童生

徒数」＋「指導中で登校

には至らないものの好ま

しい変化が見られた児童

生徒数」の人数 

・いじめ・友人関係・家庭

環境に起因する不登校児

童生徒の出席率 

実施事務事業 ・不登校児童生徒援助事業  

等 

基本目標４ 多様性を尊重し、他者と共に生きる社会性を育てます 

施策の方向３－４ 安全安心で、子どもが落ち着いて学べる学校の環境づくりを進めます 

施策の方向４－１ いじめのない学校生活へ向けた取組みを進めます 

施策の方向４－２ 不登校のない、誰もが通える学校づくりを進めます 
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日常的な挨拶などのコミュニケーションや、人と

の関係を円滑にするマナーやルール等の社会規範を

大切にし、人としてより良く生きるためにはどうし

たらよいか、生き方や社会の在り方を深く考えるこ

とができるよう「考え、議論する道徳教育」の学校

教育全体での実践を推進します。 

 

 

 

 

 

子どもは、地域の中で生活しており、学校では、身

近な地域社会を通して社会の仕組みを学んだり、地域

でのボランティア活動等を通して様々な人々や物事と

関わりを持つ体験をしたりしています。 

学校の取組みを、保護者や地域の人々と共有するこ

とで、保護者や地域の人々が学校に来校し、また、児

童生徒が地域を学習の場とする仕組みづくりを推進し、社会に開かれた学校教育の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 ・「道徳の時間に、自分の考

えを深めたり、学級やグ

ループで話し合ったりす

る活動に取り組んでいた

と思う」と答えた児童生

徒の割合  

実施事務事業 ・人権教育推進事業 

・学校訪問による学校別指

導推進事業 等 

成果指標 ・児童生徒に授業を実施し

たゲストティーチャーの

１校当たりののべ人数 

実施事務事業 ・小、中学校地域教育力活

用推進事業 等 

施策の方向４－３ 社会性を育む道徳教育を推進します 

施策の方向４－４  社会に開かれた学校教育を推進します 
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